
⑱クヌギ 
別 名 

― 

 

科属名 
ブナ科コナラ属 

学 名 
Quercus acutissima 

 

花 期 
４～５月 

花・実の色 
花・・・黄褐色 

実・・・茶褐色 

分 布 
本州（岩手県・山形県以南），四国，九州，沖縄 

特 徴 
・丘陵地や山地にふつうに見られ，公園樹として植栽

される。 

・高さ１５ｍになる落葉高木。 

・幹の直径は６０ｃｍほど。 

・材はかつて薪炭材とされたが，現在ではシイタケ栽

培の原木として利用される。 

・樹皮は灰褐色で厚く，不規則に縦に深く割れ目が入

る。 

・山野に自生しており，人々の生活の中でも親しまれ

ている。 

・実は直径２ｃｍと大きめで，ボリュームのある帽子

をかぶっている。 

 


